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om agnā̍viṣṇū sa ̱joṣa ̍se ̱mā-va ̍rdhantu vā̱ṁ gira ̍ḥ |  
オーム アッグナーヴィシヌー サヂョーシャセーマー ヴァルダントゥ ヴァーム ギラハ  

オーム アナーヴィー サヂョーャセーマー  

ヴァントゥ ヴァー ギラ 

おお、アグニ神とヴィシュヌ神（アッグナーヴィシヌー）よ！ これらの私の言葉（ギラ
ハ）が御二方（ヴァーム）の光輝を強め（ヴァルダントゥ）て、御二方がお喜びになりま
すように（サヂョーシャサー：両者が喜ぶ）。 

dyu ̱mnair-vāje ̍bhi ̱r-āga ̍tam |  
デュムナィル ヴァーヂェービラーガタム  

ユナィ ヴァーヂェーラーガタ 

どうぞ、光輝（デュムナィヒ）と豊穣を携えて（ヴァーヂェービル）お越し（アーガタム）
ください。 

vāja ̍ś-ca me prasa ̱vaś-ca ̍ me ̱  
ヴァーヂャシ チャ メー プラサヴァシ チャ メー  

ヴァーヂャ チャ メー ラサヴァ チャ メー  

どうか私に、あらゆる種類の資源（ヴァーヂャシ：食物）を豊かにお与えください。こ
れらを分かち合うこと（プラサヴァシ）を許可してください。 

praya ̍tiś-ca me ̱ prasi ̍tiś-ca me  
プラヤティシ チャ メー プラスィティシ チャ メー  

ラヤティ チャ メー ラスィティ チャ メー  

努力（プラヤティシ）と食欲（プラスィティシ）をお授けください。 

dhī̱tiś-ca ̍ me ̱ kratu ̍ś-ca me ̱  
ディーティシ チャ メー クラトゥシ チャ メー  

ィーティ チャ メー ラトゥ チャ メー  

消化力（ディーティシ）、ならびに食物を確保するための行為（クラトゥシ：ヤグニャ）
をお授けください。 

svara ̍ś-ca me ̱ śloka ̍ś-ca me  
スワラシ チャ メー シローカシ チャ メー  

ヴァラ チャ メー ーカ チャ メー  

正しい抑揚でマントラを唱える能力（スワラシ）と、マントラの知識（シローカシ）をお
授けください。 

śrī rudrapraśnaḥ
camakam 

シリー ルッドラップラシナハ  
リー ルララナ  

チャマカム 
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śrā̱vaś-ca ̍ me ̱ śruti ̍ś-ca me ̱  
シラーヴァシ チャ メー シルティシ チャ メー  

ラーヴァ チャ メー ルティ チャ メー  

よい声（シラーヴァシ：「マントラを正しく唱える能力の意味」もある）と聞く力（シルティ
シ）、特にヴェーダのマントラを聞く力をお授けください。 

jyoti ̍ś-ca me ̱ suva ̍ś-ca me 
ヂヨーティシ チャ メー スヴァシ チャ メー  

ヂヨーティ チャ メー スヴァ チャ メー  

私が光明（ヂヨーティシ）に照らされて、神々の世界とその光（スヴァシ:神々とのコミ
ュニケーション）に到達できるようにしてください。 

prā̱ṇaś-ca ̍ me'pā̱naś-ca ̍ me  
プラーナシ チャ メー パーナシ チャ メー  

ラー チャ メー ’パーナ チャ メー  

私の中で、プラーナ（プラーナシ：吸気。生気）とアパーナ（アパーナシ：呼気。食物
の残滓や、悪い思い、否定性などの排泄作用）、 

vyā̱naś-ca ̱ me'su ̍ś-ca me  
ヴィヤーナシ チャ メー スシ チャ メー  

ヤーナ チャ メー ’ス チャ メー  

ヴィヤーナ（ヴィヤーナシ：体内の血液や養分の循環作用）が正しく働いて、生命
（アスシ）が営まれるようにしてください。 

ci ̱ttaṁ ca ̍ ma ̱ ādhī̍taṁ ca me ̱  
チッタム チャ マ アーディータム チャ メー  

チ（）タ チャ マ アーィータ チャ メー  

どうか私に、正しい意識（チッタム）と学習（アーディータム）をお授けください。 

vāk-ca ̍ me ̱ mana ̍ś-ca me ̱  
ヴァーク チャ メー マナシ チャ メー  

ヴァー チャ メー マナ チャ メー  

正しいことを雄弁に語る力（ヴァーク）と、健全な心（マナシ）をお授けください。 

cakṣu ̍ś-ca me ̱ śrotra ̍ṁ ca me ̱  
チャックシュシ チャ メー シロートラム チャ メー  

チャュ チャ メー ローラ チャ メー  

正しく見る力（チャックシュシ：眼）と、正しく聞く力（シロートラム：耳）お授けください。 
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dakṣa ̍ś-ca me ̱ bala ̍ṁ ca ma ̱  
ダックシャシ チャ メー バラム チャ マ  

ダャ チャ メー バ チャ マ  

よく働くすべての感覚器官（ダックシャシ）と、肉体的・精神的・感情的・霊的な、すべ
ての次元の力（バラム）をお授けください。 

oja ̍ś-ca me ̱ saha ̍ś-ca ma ̱  
オーヂャシ チャ メー サハシ チャ マ  

オーヂャ チャ メー サハ チャ マ  

敵や障害物（サハシ）を克服する活力と強さ（オーヂャシ）をお授けください。 

āyu ̍ś-ca me ja ̱rā ca ̍ ma  
アーユシ チャ メー ヂャラー チャ マ  

アーユ チャ メー ヂャラー チャ マ  

私を元気に長生き（アーユシ）させ、尊厳に満ちた老熟の境涯（ヂャラー）を私にお
授けください。 

ā̱tmā ca ̍ me ta ̱nūś-ca ̍ me ̱  
アートマー チャ メー タヌーシ チャ メー  

アーマー チャ メー タヌー チャ メー  

真我（アートマー）の知識と、丈夫でよく動く身体（タヌーシ）をお授けください。 

śarma ̍ ca me ̱ varma ̍ ca ̱ me 
シャルマ チャ メー ヴァルマ チャ メー 

ャマ チャ メー ヴァマ チャ メー  

幸せ（シャルマ）と安全（ヴァルマ）をお授けください。 

'ṅgā̍ni ca me ̱'sthāni ̍ ca me ̱  
ンガーニ チャ メー スターニ チャ メー  

’ガーニ チャ メー ’ーニ チャ メー  

丈夫な手足と臓器（アンガーニ）、健康な骨（アスターニ）をお授けください。 

parūg ̍ṁṣi ca me ̱ śarī̍rāṇi ca me 1 
パルーグムシ チャ メー シャリーラーニ チャ メー  

パルー チャ メー ャリーラー チャ メー１ 

健康な関節（パルーグムシー）と、崇高でより微細な身体（シャリーラーニ）の自覚を
お授けください。 
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jyaiṣṭhya ̍ṁ ca ma ̱ ādhi ̍patyaṁ ca me  
ヂヤィシッティヤム チャ マ アーディパッティヤム チャ メー  

ヤィヤ チャ マ アーィパヤ チャ メー  

どうぞ私に、より高い地位（ヂヤィシッティヤム）と、指導者としての特性と機会（アー
ディパッティヤム）をお授けください。 

ma ̱nyuś-ca ̍ me ̱ bhāma ̍ś-ca ̱ me 
マンニュシ チャ メー バーマシ チャ メー  

マンユ チャ メー ーマ チャ メー  

公正な怒り（マンニュシ）と、正義の怒りの妥当な表現（バーマシ）をお授けください。 

注：怒りでも、善い行いを促進し、内外の障害物と戦うことを助ける怒りは、前向きの

怒りです。 

'ma ̍ś-ca ̱ me'mbha ̍ś-ca me  
マシ チャ メーンバシ チャ メー  

’マ チャ メー ’ チャ メー  

強さと測り知れぬ深さ（アマシ）と、怒りを直ちに静める能力（アンバシ：冷たい飲み
水）をお授けください。 

je ̱mā ca ̍ me mahi ̱mā ca ̍ me  
ヂェーマー チャ メー マヒマー チャ メー  

ヂェーマー チャ メー マヒマー チャ メー  

勝利（ヂェーマー）を収める力と、栄光すなわち名声（マヒマー）をお授けください。 

vari ̱mā ca ̍ me prathi ̱mā ca ̍ me  
ヴァリマー チャ メー プラティマー チャ メー  

ヴァリマー チャ メー ラィマー チャ メー  

他者から評価・称賛される能力（ヴァリマー）と、広がりと達成（プラティマー）をお授
けください。 

 

va ̱rṣmā ca ̍ me drāghu ̱yā ca ̍ me  
ヴァルシマー チャ メー ドラーグヤー チャ メー  

ヴァマー チャ メー ラーヤー チャ メー  

立派な子孫（ヴァルシマー）と、絶えることなく続く血族（ドラーグヤー）をお授けくだ
さい。 
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vṛ̱ddhaṁ ca ̍ me ̱ vṛddhi ̍ś-ca me  
ヴルッダム チャ メー ヴルッディシ チャ メー  

（） チャ メー （）ィ チャ メー  

成長（ヴルッダム）と、成長の能力（ヴルッディシ）をお授けください。 

sa ̱tyaṁ ca ̍ me śra ̱ddhā ca ̍ me ̱  
サッティヤム チャ メー シラッダー チャ メー  

サヤ チャ メー ラ（）ー チャ メー  

真実（サッティヤム）と信仰（シラッダー）をお授けください。 

jaga ̍c-ca me ̱ dhana ̍ṁ ca me ̱  
ヂャガッ チャ メー ダナム チャ メー  

ヂャガ（） チャ メー ナ チャ メー  

また私が、全宇宙（ヂャガッチ）を自分自身と見なし、物心両面の富（ダナム）を授か
りますように。 

vaśa ̍ś-ca me ̱ tviṣi ̍ś-ca me  
ヴァシャシ チャ メー トウィシシ チャ メー  

ヴァャ チャ メー ヴィ チャ メー  

個人的な魅力（ヴァシャシ）と、内外両面の輝き（トウィシシ）を備えることができますよ
うに。 

krī̱ḍā ca ̍ me ̱ moda ̍ś-ca me  
クリーダー チャ メー モーダシ チャ メー  

リーー チャ メー モーダ チャ メー  

運動（クリーダー）やゲームの能力を持って、それを楽しむ（モーダシ：喜び）ことが
できますように。 

jā̱taṁ ca ̍ me jani ̱ṣyamā̍ṇaṁ ca me  
ヂャータム チャ メー ヂャニッシヤマーナム チャ メー  

ヂャータ チャ メー ヂャニヤマー チャ メー  

先祖から受け継いだもの（ヂャータム：すでに生まれたもの）が私に留まり、今生で獲
得するもの（ヂャニッシヤマーナム：これから生まれるもの）が守られますように。 

sū̱ktaṁ ca ̍ me sukṛ̱taṁ ca ̍ me  
スークタム チャ メー スクルタム チャ メー  

スータ チャ メー スタ チャ メー  

私がヴェーダの聖句（スークタム）を唱える能力に恵まれ、神聖な儀式や善行（スク
ルタム）を行うことによって、聖なる美徳を積むことができますように。 



camakam チャマカム （2012/9/13 公開版） 6 

© 2012 Sathya Sai Publications  © 2012 Sathya Sai Organization Japan 
 

vi ̱ttaṁ ca ̍ me ̱ vedya ̍ṁ ca me  
ヴィッタム チャ メー ヴェーディヤム チャ メー  

ヴィ（）タ チャ メー ヴェーヤ チャ メー  

どうか私に世俗の知識や富（ヴィッタム）と、知るべき真我の知識（ヴェーディヤム）を
お授けください。 

bhū̱taṁ ca ̍ me bhavi ̱ṣyac-ca ̍ me  
ブータム チャ メー バヴィッシヤッ チャ メー  

ータ チャ メー ヴィヤ（） チャ メー  

su ̱gaṁ ca ̍ me su ̱patha ̍ṁ ca ma  
スガム チャ メー スパタム チャ マ 

スガ チャ メー スパ チャ マ 

私が過去（ブータム）から学び、許し、忘れることができますように。また私に、現在
の吉祥なる行いと吉祥なる目標（スガム）を通じて、明るい未来（バヴィッシヤッチ）を
築く能力をお授けください。私が（神実現に向けて）この世でたどる道が滑らか（スパ
タム）でありますように。 

ṛ̱ddhaṁ ca ̍ ma ̱ ṛddhi ̍ś-ca me  
ルッダム チャ マ ルッディシ チャ メー  

（） チャ マ （）ィ チャ メー  

裕福（ルッダム）で、あらゆる方面における進歩（ルッディシ）に恵まれますように。 

kḷ̱ptaṁ ca ̍ me ̱ kḷpti ̍ś-ca me  
クルプタム チャ メー クルプティシ チャ メー  

タ チャ メー ティ チャ メー  

蓄える能力（クルプタム）と、蓄えたものを正しく使う能力（クルプティシ）を授かります
ように。 

ma ̱tiś-ca ̍ me suma ̱tiś-ca ̍ me 2 
マティシ チャ メー スマティシ チャ メー  

マティ チャ メー スマティ チャ メー２ 

思考能力（マティシ）と、バランスのとれた知性による正しい思考能力（スマティシ）に
恵まれますように。 

śaṁ ca ̍ me ̱ maya ̍ś-ca me  
シャム チャ メー マヤシ チャ メー  

ャ チャ メー マヤ チャ メー  

この世の幸福（シャム）と、見えない世界の至福（マヤシ）に恵まれますように。 
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pri ̱yaṁ ca ̍ me'nukā̱maś-ca ̍ me ̱  
プリヤム チャ メー ヌカーマシ チャ メー  

リヤ チャ メー ’ヌカーマ チャ メー  

喜び（プリヤム：愛し愛されること）と、必要なもの（アヌカーマシ）を欲する気持ちに
恵まれますように。 

kāma ̍śca me saumana ̱saś-ca ̍ me  
カーマシチャ メー サゥマナサシ チャ メー  

カーマチャ メー サゥマナサ チャ メー  

願望（カーマシ）と善い関係（サゥマナサシ）に恵まれますように。 

bha ̱draṁ ca ̍ me ̱ śreya ̍ś-ca me ̱  
バッドラム チャ メー シレーヤシ チャ メー  

ラ チャ メー レーヤ チャ メー  

吉祥（バッドラム）と霊的な幸福（シレーヤシ）に恵まれますように。 

vasya ̍ś-ca me ̱ yaśa ̍ś-ca me ̱  
ヴァッスヤシ チャ メー ヤシャシ チャ メー  

ヴァヤ チャ メー ヤャ チャ メー  

どうぞ私に、心地よい住居（ヴァッスヤシ）と、名声（ヤシャシ）をお授けください。 

bhaga ̍ś-ca me ̱ dravi ̍ṇaṁ ca me  
バガシ チャ メー ドラヴィナム チャ メー  

ガ チャ メー ラヴィ チャ メー  

楽しみ（バガシ：神聖な性質）と富（ドラヴィナム）をお授けください。 

ya ̱ntā ca ̍ me dha ̱rtā ca ̍ me ̱  
ヤンター チャ メー ダルター チャ メー  

ヤンター チャ メー ター チャ メー  

私が、師（ヤンター）の導きと、支持者（ダルター）に恵まれますように。 

kṣema ̍ś-ca me ̱ dhṛti ̍ś-ca me ̱  
クシェーマシ チャ メー ドゥルティシ チャ メー  

ェーマ チャ メー ティ チャ メー  

保護する力（クシェーマシ）と不屈の精神（ドゥルティシ）に恵まれますように。 

viśva ̍ṁ ca me ̱ maha ̍ś-ca me  
ヴィッシワム チャ メー マハシ チャ メー  

ヴィヴァ チャ メー マハ チャ メー  

普遍的な物の見方（ヴィッシワム）と、偉大さ（マハシ）に恵まれますように。 
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sa ̱ṁvic-ca ̍ me ̱ jñātra ̍ṁ ca me ̱  
サムヴィッチャ メー グニャートラム チャ メー  

サヴィ（）チャ メー ーラ チャ メー  

ヴェーダや聖典の知識（サムヴィッチ）と、生まれつきの教える力（グニャートラム）に
恵まれますように。 

sūś-ca ̍ me pra ̱sūś-ca ̍ me ̱  
スーシ チャ メー プラスーシ チャ メー  

スー チャ メー ラスー チャ メー  

どうか私にインスピレーション（スーシ）と、他者にインスピレーションを与える力（プラ
スーシ）をお授けください。 

sīra ̍ṁ ca me la ̱yaś-ca ̍ ma  
スィーラム チャ メー ラヤシ チャ マ  

スィーラ チャ メー ヤ チャ マ  

隠れた真理を掘り起こし（スィーラム：鋤〔すき〕：「隠れた物を掘り出す能力」の象徴）、
隠れていた真理とひとつになる能力（ラヤシ）をお授けください。 

ṛ̱taṁ ca ̍ me ̱'mṛta ̍ṁ ca me 
ルタム チャ メー ムルタム チャ メー  

タ チャ メー ’タ チャ メー  

また私が、正しい行為（ルタム）を行うことができて、不滅の命（アムルタム）を授かり
ますように。 

'ya ̱kṣmaṁ ca ̱ me'nā̍mayac-ca me  
ヤックシマム チャ メー ナーマヤッチャ メー  

’ヤマ チャ メー ’ナーマヤ（） チャ メー  

無病息災（アヤックシマム）に恵まれ、消化作用が衰えることがありません（アナーマ
ヤッチ）ように。 

jī̱vātu ̍ś-ca me dīrghāyu ̱tvaṁ ca ̍ me 
ヂーヴァートゥシ チャ メー ディールガーユットワム チャ メー  

ヂーヴァートゥ チャ メー ディーーユヴァ チャ メー  

薬と医師（ヂーヴァートゥシ）と長寿（ディールガーユットワム）に恵まれますように。 

'nami ̱traṁ ca ̱ me'bha ̍yaṁ ca me  
ナミットラム チャ メー バヤム チャ メー  

’ナミラ チャ メー ’ヤ チャ メー  

敵を作らず（アナミットラム）、何ものをも恐れることがない（アバヤム）ようにしてくださ
い。 
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su ̱gaṁ ca ̍ me ̱ śaya ̍naṁ ca me  
スガム チャ メー シャヤナム チャ メー  

スガ チャ メー ャヤナ チャ メー  

万人に認められる正しい行い（スガム）と、深い眠り（シャヤナム）に恵まれますよう
に。 

sū̱ṣā ca ̍ me su ̱dina ̍ṁ ca me 3 
スーシャー チャ メー スディナム チャ メー  

スーャー チャ メー スディナ チャ メー３ 

よい朝と（スーシャー）吉祥の日（スディナム）に恵まれますように。 

ūrkca ̍ me sū̱nṛtā̍ ca me ̱  
ウールクチャ メー スーヌルター チャ メー  

ウーチャ メー スーンター チャ メー  

おお、神様、私が豊かな食物（ウールクチャ）と、心地よい言葉と暖かいもてなし（ス
ーヌルター）に恵まれますように。 

paya ̍ś-ca me ̱ rasa ̍ś-ca me  
パヤシ チャ メー ラサシ チャ メー  

パヤ チャ メー ラサ チャ メー  

知識のミルク（パヤシ：ミルクをベースとした飲み物）と、知識と存在の本質（ラサシ：
ジュース）に恵まれますように。 

ghṛ̱taṁ ca ̍ me ̱ madhu ̍ ca me ̱  
グルタム チャ メー マドゥ チャ メー  

タ チャ メー マゥ チャ メー  

精神の明晰さ（グルタム：ギー〔澄ましバター〕）と、至福（マドゥ：ハチミツ）に恵まれま
すように。 

sagdhi ̍ś-ca me ̱ sapī̍tiś-ca me  
サグディシ チャ メー サピーティシ チャ メー  

サィ チャ メー サピーティ チャ メー  

善き仲間と共に食事（サグディシ）をし、飲み物を飲む（サピーティシ）幸運に恵まれ
ますように。 

kṛ̱ṣiś-ca ̍ me ̱ vṛṣṭi ̍ś-ca me ̱  
クルシシ チャ メー ヴルシティシ チャ メー  

 チャ メー ィ チャ メー  

農業（クルシシ）の営みがうまくゆき、よい時期に十分な雨（ヴルシティシ）に恵まれま
すように。 
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jaitra ̍ṁ ca ma ̱ audbhi ̍dyaṁ ca me  
ヂャィトラム チャ マ アゥ（ド）ビッディヤム チャ メー  

ヂャィラ チャ マ アゥヤ チャ メー  

肥沃な土地に緑の木や植物が茂り（ヂャィトラム：成功）、高揚する思い（アゥドビッデ
ィヤム：成就）に恵まれますように。 

ra ̱yiś-ca ̍ me ̱ rāya ̍ś-ca me  
ライシ チャ メー ラーヤシ チャ メー  

ラ チャ メー ラーヤ チャ メー  

黄金（ライシ）や宝石（ラーヤシ）を手に入れることができますように。 

pu ̱ṣṭaṁ ca ̍ me ̱ puṣṭi ̍ś-ca me  
プシタム チャ メー プシティシ チャ メー  

プ チャ メー プィ チャ メー  

丈夫（プシタム）で栄養の行き届いた（プシティシ）身体を持つことができますように。 

vi ̱bhu ca ̍ me pra ̱bhu ca ̍ me  
ヴィブ チャ メー プラブ チャ メー  

ヴィ チャ メー ラ チャ メー  

あらゆる種類の（ヴィブ）、豊富な（プラブ） 

ba ̱hu ca ̍ me ̱ bhūya ̍ś-ca me  
バフ チャ メー ブーヤシ チャ メー  

バフ チャ メー ーヤ チャ メー  

穀物（バフ）や農作物（ブーヤシ）に恵まれますように。 

pū̱rṇaṁ ca ̍ me pū̱rṇata ̍raṁ ca ̱ me 
プールナム チャ メー プールナタラム チャ メー  

プー チャ メー プータラ チャ メー  

農業と私の人間性の両面において、完全さ（プールナム）に恵まれ、完全さを越え
たレベル（プールナタラム）にまで到達できますように。 

'kṣi ̍tiś-ca me ̱ kūya ̍vāś-ca ̱ me 
クシティ チャ メー クーヤヴァーシ チャ メー  

’ティ チャ メー クーヤヴァー チャ メー  

蓄えが減ることがなく（アックシティシ）、小さな粒の雑穀（クーヤヴァーシ）に恵まれ

ますように。 
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'nna ̍ṁ ca ̱ me'kṣu ̍c-ca me  
ンナム チャ メー クシュッ チャ メー 

’ンナ チャ メー ’ュ（） チャ メー  

食物（アンナム）に恵まれて、決して空腹になることがありません（アックシュッチ）よう
に。 

vrī̱haya ̍ś-ca me ̱ yavā̎ś-ca me ̱  
ヴリーハヤシ チャ メー ヤヴァーーシ チャ メー  

リーハヤ チャ メー ヤヴァー＝ チャ メー  

あらゆる種類の米（ヴリーハヤシ）と大麦（ヤヴァーシ）に恵まれますように。 

māṣā̎ś-ca me ̱ tilā̎ś-ca me  
マーシャーーシ チャ メー ティラーーシ チャ メー  

マーャー＝ チャ メー ティー＝ チャ メー  

ケツルアズキ（マーシャーシ）とゴマ（ティラーシ）に恵まれますように。 

mu ̱dgāś-ca ̍ me kha ̱lvā̎ś-ca me  
ム（ド）ガーシ チャ メー カルヴァーーシ チャ メー  

ムガー チャ メー ヴァー＝ チャ メー  

緑豆（ムッドガーシ）とヒマ種子（カルヴァーシ）に恵まれますように。 

go ̱dhūmā̎ś-ca me ma ̱surā̎ś-ca me  
ゴードゥーマーーシ チャ メー マスラーーシ チャ メー  

ゴーゥーマー＝ チャ メー マスラー＝ チャ メー  

小麦（ゴードゥーマーシ）とヒヨコマメ（マスラーシ）に恵まれますように。 

pri ̱yanga ̍vaś-ca ̱ me'ṇa ̍vaś-ca me  
プリヤンガヴァシ チャ メー ナヴァシ チャ メー  

リヤンガヴァ チャ メー ’ヴァ チャ メー  

粒の長いアワ（プリヤンガヴァシ）と良種のイネ（アナヴァシ）に恵まれますように。 

śyā̱mākā̎ś-ca me nī̱vārā̎ś-ca me 4 
シャーマーカーーシ チャ メー ニーヴァーラーーシ チャ メー  

ヤーマーカー＝ チャ メー ニーヴァーラー＝ チャ メー４ 

ヒエ（シャーマーカーシ）と野生の穀類（ニーヴァーラーシ）に恵まれますように。 
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aśmā̍ ca me ̱ mṛtti ̍kā ca me  
アシマー チャ メー ムルッティカー チャ メー  

アマー チャ メー （）ティカー チャ メー  

どうか私が、貴重な鉱石（アシマー）と粘土（ムルッティカー）がある土地に恵まれま
すように。 

gi ̱raya ̍ś-ca me ̱ parva ̍tāś-ca me ̱  
ギラヤシ チャ メー パルヴァターシ チャ メー  

ギラヤ チャ メー パヴァター チャ メー  

高い丘陵（ギラヤシ）と、多くの河川を生む大きな山々（パルヴァターシ）がある土地
に恵まれますように。 

sika ̍tāś-ca me ̱ vana ̱spata ̍yaś-ca me ̱ 
スィカターシ チャ メー ヴァナスパタヤシ チャ メー  

スィカター チャ メー ヴァナパタヤ チャ メー  

砂（スィカターシ）と、果物が実る木々（ヴァナスパタヤシ）がある土地に恵まれますよ
うに。 

hira ̍ṇyaṁ ca ̱ me'ya ̍ś-ca me ̱  
ヒランニャム チャ メー ヤシ チャ メー  

ヒラヤ チャ メー ’ヤ チャ メー  

また私の土地に、金（ヒランニャム）や鉄（アヤシ）が豊かにありますように。 

sīsa ̍ṁ ca me ̱ trapu ̍ś-ca me  
スィーサム チャ メー トラプシ チャ メー  

スィーサ チャ メー ラプ チャ メー  

鉛（スィーサム）や錫（トラプシ）が豊かにありますように。 

śyā̱maṁ ca ̍ me lo ̱haṁ ca ̍ me ̱ 
シヤーマム チャ メー ローハム チャ メー  

ヤーマ チャ メー ーハ チャ メー  

鋼鉄（シヤーマム）や青銅、銅（ローハム）が豊かにありますように。 

'gniś-ca ̍ ma ̱ āpa ̍ś-ca me  
グニシ チャ マ アーパシ チャ メー  

’ニ チャ マ アーパ チャ メー  

火（アグニシ：意志力）と水（アーパシ：エネルギー）が豊かにありますように。 
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vī̱rudha ̍ś-ca ma ̱ oṣa ̍dhayaś-ca me  
ヴィールダシ チャ マ オーシャダヤシ チャ メー  

ヴィール チャ マ オーャヤ チャ メー  

蔓（つる）植物（ヴィールダシ）と薬草（オーシャダヤシ）が豊かに茂りますように。 

kṛṣṭa-pa ̱cyaṁ ca ̍ me'kṛṣṭa-pa ̱cyaṁ ca ̍ me  
クルシタ パッチヤム チャ メー クルシタ パッチヤム チャ メー  

 パヤ チャ メー ’ パヤ チャ メー  

耕した土地（クルシタ パッチヤム）に育つものと、耕していない土地（アクルシタ パ
ッチヤム）に育つものが豊かに茂りますように。 

grā̱myāś-ca ̍ me pa ̱śava ̍ āra ̱ṇyāś-ca ̍ ya ̱jñena ̍ kalpantāṁ  
グラーンミャーシ チャ メー パシャヴァ アーランニャーシ チャ  

ヤッグニェーナ カルパンターム  

ラーヤー チャ メー パャヴァ アーラヤー チャ  

ヤーナ カパンター  

私が家畜（グラーンミャーシ パシャヴァ：村にいる動物たち）や野獣（アーランニャ
ーシ パシャヴァ：森の中の動物たち）に恵まれて、これらすべてが、私のヤグニャ
（ヤッグニェーナ：供犠）によって調和を保ちますように。 

vi ̱ttaṁ ca ̍ me ̱ vitti ̍ś-ca me  
ヴィッタム チャ メー ヴィッティシ チャ メー  

ヴィ（）タ チャ メー ヴィ（）ティ チャ メー  

私が先祖の財産（ヴィッタム）に、自分の稼ぎ（ヴィッティシ）を付け加える能力に恵ま
れますように。 

bhū̱taṁ ca ̍ me ̱ bhūti ̍ś-ca me ̱  
ブータム チャ メー ブーティシ チャ メー  

ータ チャ メー ーティ チャ メー  

物心両面の功績（ブータム）と、そうした功績を得るための手立て（ブーティシ）に恵
まれますように。 

vasu ̍ ca me vasa ̱tiś-ca ̍ me ̱  
ヴァス チャ メー ヴァサティシ チャ メー  

ヴァス チャ メー ヴァサティ チャ メー  

富（ヴァス）と快適な住まい（ヴァサティシ）に恵まれますように。 
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karma ̍ ca me ̱ śakti ̍ś-ca ̱ me 
カルマ チャ メー シャクティシ チャ メー  

カマ チャ メー ャティ チャ メー  

神聖な儀式（カルマ）を行う決断力と、そのような神聖な行為を行うためのエネルギ
ー（シャクティシ：力）に恵まれますように。 

'rtha ̍ś-ca ma ̱ ema ̍ś-ca ma ̱ 
アルタシ チャ マ エーマシ チャ マ  

’ チャ マ エーマ チャ マ  

有意義な目的（アルタシ）意識と、満ち足りた気持ち（エーマシ）に恵まれますよう
に。 

iti ̍ś-ca me ̱ gati ̍ś-ca me 5 
イティシ チャ メー ガティシ チャ メー  

イティ チャ メー ガティ チャ メー５ 

道（イティシ）に恵まれ、最終目的地への到達に向けて進む（ガティシ）ことができま
すように。 

a ̱gniś-ca ̍ ma ̱ indra ̍ś-ca me ̱  
アッグニシ チャ マ インドラシ チャ メー  

アニ チャ マ インラ チャ メー  

火と意志力の神アグニ（アグニ）と、神の心の主であるインドラ神（インドラ）が、私に
恩寵を注いでくださいますように。 

アグニ：火、熱（血液の循環を経て全身、肉体的な器官：耳、皮膚、目、舌、鼻）。 

soma ̍ś-ca ma ̱ indra ̍ś-ca me  
ソーマシ チャ マ インドラシ チャ メー  

ソーマ チャ マ インラ チャ メー  

至福の神ソーマ（ソーマ）と、神の心の主であるインドラ神が、私に恩寵を注いでくだ
さいますように。 

ソーマ：作物を育てる神（喜び、内なる喜び）。 

savi ̱tā ca ̍ ma ̱ indra ̍ś-ca me ̱  
サヴィター チャ マ インドラシ チャ メー  

サヴィター チャ マ インラ チャ メー  

最も尊敬されている創造主サヴィター（サヴィター）と、神の心の主であるインドラ神
が、私に恩寵を注いでくださいますように。 

サヴィター：太陽の放射（真我の光、識別力） 
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sara ̍svatī ca ma ̱ indra ̍ś-ca me  
サラッスワティー チャ マ インドラシ チャ メー  

サラヴァティー チャ マ インラ チャ メー  

話し言葉と、学習とインスピレーションの女神サラスワティー（サラッスワティー）と、神
の心の主であるインドラ神が、私に恩寵を注いでくださいますように。 

サラスワティー：水の流れ、川（話し言葉）。 

pū̱ṣā ca ̍ ma ̱ indra ̍ś-ca me ̱  
プーシャー チャ マ インドラシ チャ メー  

プーャー チャ マ インラ チャ メー  

光で照らして養い育てる神プーシャー（プーシャー）と、神の心の主であるインドラ神
が、私に恩寵を注いでくださいますように。 

プーシャー：植物における光合成（太陽光を利用してビタミン D を生成する皮膚）。 

bṛha ̱spati ̍ś-ca ma ̱ indra ̍ś-ca me  
ブルハスパティシ チャ マ インドラシ チャ メー  

ハパティ チャ マ インラ チャ メー  

神の教師であり、広大で膨張するあらゆるものたちの神ブリハスパティ（ブルハスパ
ティ）と、神の心の主であるインドラ神が、私に恩寵を注いでくださいますように。 

ブリハスパティ：司祭、教師（生まれ持った教える力）。 

mi ̱traś-ca ̍ ma ̱ indra ̍ś-ca me ̱  
ミットラシ チャ マ インドラシ チャ メー  

ミラ チャ マ インラ チャ メー  

光、すなわち理解の神ミトラ（ミットラ） と、神の心の主であるインドラ神が、私に恩寵
を注いでくださいますように。 

ミトラ：明るさ（心「マナス」、ブッディ「理解における精神の明晰さ」） 

varu ̍ṇaś-ca ma ̱ indra ̍ś-ca me ̱  
ヴァルナシ チャ マ インドラシ チャ メー  

ヴァル チャ マ インラ チャ メー  

知識の海の神ヴァルナ（ヴァルナ）と、神の心の主であるインドラ神が、私に恩寵を
注いでくださいますように。 

ヴァルナ：エーテル界の主（「可能性」を示す人体内の空間）。 
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tvaṣṭā̍ ca ma ̱ indra ̍ś-ca me  
トワシター チャ マ インドラシ チャ メー  

ヴァー チャ マ インラ チャ メー  

ものごとを正しく見る神トゥワシュター（トワシター）と、神の心の主であるインドラ神が、
私に恩寵を注いでくださいますように。 

トゥワシュター：聖なる建築家（遺伝に関わる DNA） 

dhā̱tā ca ̍ ma ̱ indra ̍ś-ca me ̱  
ダーター チャ マ インドラシ チャ メー  

ーター チャ マ インラ チャ メー  

ものごとを正しく聴く神ダーター（ダーター）と、神の心の主であるインドラ神が、私に
恩寵を注いでくださいますように。 

ダーター：様々な天体をそれぞれの場所に保つ神（骨）。 

viṣṇu ̍ś-ca ma ̱ indra ̍ś-ca me ̱ 
ヴィシヌシ チャ マ インドラシ チャ メー  

ヴィ チャ マ インラ チャ メー  

遍在の神ヴィシュヌ（ヴィシヌ）と、神の心の主であるインドラ神が、私に恩寵を注い
でくださいますように。 

ヴィシュヌ：維持者（循環器系＋神経系、手足） 

'śvinau ̍ ca ma ̱ indra ̍ś-ca me  
シウィナゥ チャ マ インドラシ チャ メー  

’ヴィナゥ チャ マ インラ チャ メー  

聖なる医師である双子のアシュヴィン（アッシウィンス）と、神の心の主であるインドラ
神が、私に恩寵を注いでくださいますように。 

アシュヴィン：神界で働く双子の医師（左右の鼻腔から出入りする呼吸；アパーナ気としての排泄

機能）。 

ma ̱ruta ̍ś-ca ma ̱ indra ̍ś-ca me ̱  
マルタシ チャ マ インドラシ チャ メー  

マルタ チャ マ インラ チャ メー  

精神の速さと機敏さの神であるマルタ（マルット）と、神の心の主であるインドラ神が、
私に恩寵を注いでくださいますように。 

マルタ：空気の動き（肉体の中の様々な空気の動き；触覚「スパルシャ」） 
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viśve ̍-ca me de ̱vā indra ̍ś-ca me  
ヴィッシウェー チャ メー デーヴァー インドラシ チャ メー  

ヴィヴェー チャ メー デーヴァー インラ チャ メー  

すべての神々（ヴィッシウェー デーヴァー）と、神の心の主であるインドラ神が、私
に恩寵を注いでくださいますように。 

ヴィシュヴェー デーヴァー：すべての神々（ルーパ、すなわち姿。脳と記憶）。 

pṛthi ̱vī ca ̍ ma ̱ indra ̍ś-ca me ̱ 
プルティヴィー チャ マ インドラシ チャ メー  

ィヴィー チャ マ インラ チャ メー  

この世を象徴するこの地球（プルティヴィー）と、神の心の主であるインドラ神が、私
に恩寵を注いでくださいますように。 

プリティヴィー：個体、天体（ガンダすなわち匂い。筋肉、排泄器官）。 

'ntari ̍kṣaṁ ca ma ̱ indra ̍ś-ca me ̱  
ンタリックシャム チャ マ インドラシ チャ メー  

’ンタリャ チャ マ インラ チャ メー  

中間の世界を象徴する空（アンタリックシャム）と、神の心の主であるインドラ神が、私
に恩寵を注いでくださいますように。 

アンタリクシャム：距離（広がる思い） 

dyauś-ca ̍ ma ̱ indra ̍ś-ca me ̱  
ディヤゥシ チャ マ インドラシ チャ メー  

ヤゥ チャ マ インラ チャ メー  

天界（ディヤゥシ）と、神の心の主であるインドラ神が、私に恩寵を注いでくださいま
すように。 

ディヤウ：天界。放射する平面（夢）。 

diśa ̍ś-ca ma ̱ indra ̍ś-ca me  
ディシャシ チャ マ インドラシ チャ メー  

ディャ チャ マ インラ チャ メー  

すべての方角 （ディシャシ） と、神の心の主であるインドラ神が、私に恩寵を注い
でくださいますように。 

ディシャ：四つの方向（音） 
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mū̱rdhā ca ̍ ma ̱ indra ̍ś-ca me  
ムールダー チャ マ インドラシ チャ メー  

ムーー チャ マ インラ チャ メー  

上方の世界（ムールダー）と、神の心の主であるインドラ神（インドラ）が、私に恩寵を
注いでくださいますように。 

ムールダー：主要なもの（頭）。 

pra ̱jāpa ̍tiś-ca ma ̱ indra ̍ś-ca me 6 
プラヂャーパティシ チャ マ インドラシ チャ メー  

ラヂャーパティ チャ マ インラ チャ メー６ 

万物の支配者であるプラジャーパティ（プラヂャーパティ）と、神の心の主であるイン
ドラ神（インドラ）が、私に恩寵を注いでくださいますように。 

プラジャーパティ：任命された創造主（味。生殖器官） 

（インドラは、神話の世界における天界の天使たちの王様というだけではありません。バ

ガヴァン ババ様によれば、インドラ神は感覚の主です。ですからここで、インドラとは感

覚の本当の主である内在の神を意味しています。このことは、この賛歌でインドラ神に与

えられている重要性を説明しています。） 

a ̱gṁ̱śuś-ca ̍ me ra ̱śmiś-ca ̱ me 
アグムシュシ チャ メー ラシミシ チャ メー  

アュ チャ メー ラミ チャ メー  

'dā̎bhyaś-ca ̱ me'dhi ̍patiś-ca ma  
ダーービャシ チャ メー ディパティシ チャ マ  

’ダー＝ヤ チャ メー ’ィパティ チャ マ  

upā̱gṁ̱śuś-ca ̍ me'ntaryā̱maś-ca ̍ ma  
ウパーグムシュシ チャ メー ンタルヤーマシ チャ マ  

ウパーュ チャ メー ’ンタヤーマ チャ マ  

aindravāya ̱-vaś-ca ̍ me maitrā-varu ̱ṇaś-ca ̍ ma 
アィンドラヴァーヤ ヴァシ チャ メー マィトラー ヴァルナシ チャ マ  

アィンラヴァーヤ ヴァ チャ メー マィラー ヴァル チャ マ  

āśvi ̱naś-ca ̍ me prati-pra ̱sthāna ̍ś-ca me  
アーシウィナシ チャ メー プラティ プラスターナシ チャ メー  

アーヴィナ チャ メー ラティ ラーナ チャ メー  

śu ̱kraś-ca ̍ me ma ̱nthī ca ̍ ma 
シュックラシ チャ メー マンティー チャ マ  

ュラ チャ メー マンィー チャ マ  
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āgraya ̱ṇaś-ca ̍ me vaiśvade ̱vaś-ca ̍ me  
アーグラヤナシ チャ メー ヴァィシワデーヴァシ チャ メー  

アーラヤ チャ メー ヴァィヴァデーヴァ チャ メー  

dhru ̱vaś-ca ̍ me vaiśvāna ̱raś-ca ̍ ma 
ドゥルヴァシ チャ メー ヴァィシワーナラシ チャ マ  

ルヴァ チャ メー ヴァィヴァーナラ チャ マ  

ṛtugra ̱hāś-ca ̍ me'tigrā̱hyā̎ś-ca ma  
ルトゥッグラハーシ チャ メー ティッグラーヒャーーシ チャ マ  

トゥラハー チャ メー ’ティラーヤー＝ チャ マ  

aindrā̱gnaś-ca ̍ me vaiśva-de ̱vaś-ca ̍ me  
アィンドラーグナシ チャ メー ヴァィシワ デーヴァシ チャ メー  

アィンラーナ チャ メー ヴァィヴァ デーヴァ チャ メー 

marut-va ̱tīyā̎ś-ca me māhe ̱ndraś-ca ̍ ma  
マル（ト） ヴァティーヤーーシ チャ メー マーヘーンドラシ チャ マ  

マル ヴァティーヤー＝ チャ メー マーへーンラ チャ マ  

ādi ̱tyaś-ca ̍ me sāvi ̱traś-ca ̍ me  
アーディッティヤシ チャ メー サーヴィットラシ チャ メー  

アーディヤ チャ メー サーヴィラ チャ メー  

sārasva ̱taś-ca ̍ me pau ̱ṣṇaś-ca ̍ me  
サーラッスワタシ チャ メー パゥシナシ チャ メー  

サーラヴァタ チャ メー パゥ チャ メー  

pātnīva ̱taś-ca ̍ me hāriyoja ̱naś-ca ̍ me 7 
パー（ト）ニーヴァタシ チャ メー ハーリヨーヂャナシ チャ メー  

パーニーヴァタ チャ メー ハーリヨーヂャナ チャ メー７ 

i ̱dhmaś-ca ̍ me ba ̱rhiś-ca ̍ me ̱  
イ（ド）マシ チャ メー バルヒシ チャ メー  

イマ チャ メー バヒ チャ メー  

vedi ̍ś-ca me ̱ dhiṣṇi ̍yāś-ca me ̱  
ヴェーディシ チャ メー ディシニヤーシ チャ メー  

ヴェーディ チャ メー ィヤー チャ メー  
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sruca ̍ś-ca me cama ̱sāś-ca ̍ me ̱  
スルチャシ チャ メー チャマサーシ チャ メー  

ルチャ チャ メー チャマサー チャ メー  

grāvā̍ṇaś-ca me ̱ svara ̍vaś-ca ma  
グラーヴァーナシ チャ メー スワラヴァシ チャ マ  

ラーヴァー チャ メー ヴァラヴァ チャ マ  

upara ̱vāś-ca ̍ me'dhi ̱ṣava ̍ṇe ca me  
ウパラヴァーシ チャ メー ディシャヴァネー チャ メー  

ウパラヴァー チャ メー ’ィャヴァー チャ メー  

droṇakala ̱śaś-ca ̍ me vāya ̱vyā̍ni ca me 
ドローナカラシャシ チャ メー ヴァーヤッヴィヤーニ チャ メー  

ローカャ チャ メー ヴァーヤヤーニ チャ メー  

pūta ̱bhṛc-ca ̍ ma ādhava ̱nīya ̍ś-ca ma ̱  
プータブルッ チャ マ アーダヴァニーヤシ チャ マ  

プータ（） チャ マ アーヴァニーヤ チャ マ  
āgnī̎dhraṁ ca me havi ̱rdhāna ̍ṁ ca me  
アーグニーードラム チャ メー ハヴィルダーナム チャ メー  

アーニー＝ラ チャ メー ハヴィーナ チャ メー  

gṛ̱hāś-ca ̍ me ̱ sada ̍ś-ca me  
グルハーシ チャ メー サダシ チャ メー  

ハー チャ メー サダ チャ メー  

puro ̱ḍāśā̎ś-ca me paca ̱tāś-ca ̍ me 
プローダーシャーーシ チャ メー パチャターシ チャ メー  

プローーャー＝ チャ メー パチャター チャ メー  

'vabhṛ̱thaś-ca ̍ me svagākā̱raś-ca ̍ me 8 
ヴァブルタシ チャ メー スワガーカーラシ チャ メー  

’ヴァ チャ メー ヴァガーカーラ チャ メー８ 

a ̱gniś-ca ̍ me gha ̱rmaś-ca ̍ me ̱ 
アッグニシ チャ メー ガルマシ チャ メー  

アニ チャ メー マ チャ メー  
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'rkaś-ca ̍ me ̱ sūrya ̍ś-ca me  
ルカシ チャ メー スールヤシ チャ メー  

’カ チャ メー スーヤ チャ メー  

prā̱ṇaś-ca ̍ me'śvame ̱dhaś-ca ̍ me  
プラーナシ チャ メー シワメーダシ チャ メー  

ラー チャ メー ’ヴァメー チャ メー  

pṛthi ̱vī ca ̱ me'di ̍tiś-ca me ̱  
プルティヴィー チャ メー ディティシ チャ メー  

ィヴィー チャ メー ’ディティ チャ メー  

diti ̍ś-ca me ̱ dyauśca ̍ me ̱  
ディティシ チャ メー ディヤゥシ チャ メー  

ディティ チャ メー ヤゥ チャ メー  

śakva ̍rīra ̱ṅgula ̍yo ̱ diśa ̍ś-ca me  
シャックワリーラングラヨー ディシャシ チャ メー  

ャヴァリーラグヨー ディャ チャ メー  

ya ̱jñena ̍ kalpantā̱m-ṛk-ca ̍ me ̱  
ヤッグニェーナ カルパンターム ルク チャ メー  

ヤーナ カパンター  チャ メー  

sāma ̍ ca me ̱ stoma ̍ś-ca me ̱  
サーマ チャ メー ストーマシ チャ メー  

サーマ チャ メー トーマ チャ メー  

yaju ̍ś-ca me dī̱kṣā ca ̍ me ̱  
ヤヂュシ チャ メー ディークシャー チャ メー  

ヤヂュ チャ メー ディーャー チャ メー  

tapa ̍ś-ca ma ṛ̱tuś-ca ̍ me  
タパシ チャ マ ルトゥシ チャ メー  

タパ チャ マ トゥ チャ メー  
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vra ̱taṁ ca ̍ me'horā̱trayo ̎r-vṛ̱ṣṭyā bṛ̍hadrathanta ̱re ca ̍ me ya ̱jñena ̍ 
kalpetām 9 
ヴラタム チャ メー ホーラートラヨーール ヴルシッティヤー  

ブルハッドラタンタレー チャ メー ヤグッニェーナ カルペーターム  

ラタ チャ メー ’ホーラーラヨー＝ ヤー  

ハランタレー チャ メー ヤーナ カペーター９ 

garbhā̎ś-ca me va ̱tsāś-ca ̍ me ̱  
ガルバーーシ チャ メー ヴァ（ト）サーシ チャ メー  

ガー＝ チャ メー ヴァサー チャ メー  

tryavi ̍ś-ca me trya ̱vī-ca ̍ me  
トゥルヤヴィシ チャ メー トゥルヤヴィー チャ メー  

ヤヴィ チャ メー ヤヴィー チャ メー  

ditya ̱vāṭ ca ̍ me dityau ̱hī ca ̍ me ̱  
ディッティヤヴァー（ト） チャ メー ディッティヤゥヒー チャ メー  

ディヤヴァー チャ メー ディヤゥヒー チャ メー  

pañcā̍viś-ca me pañcā̱vī ca ̍ me  
パンチャーヴィシ チャ メー パンチャーヴィー チャ メー  

パチャーヴィ チャ メー パチャーヴィー チャ メー  

triva ̱tsaś-ca ̍ me triva ̱tsā ca ̍ me  
トリヴァ（ト）サシ チャ メー トリヴァ（ト）サー チャ メー  

リヴァサ チャ メー リヴァサー チャ メー  

turya ̱vāṭ ca ̍ me turyau ̱hī ca ̍ me  
トゥルヤヴァー（ト） チャ メー トゥルヤゥヒー チャ メー  

ゥヤヴァー チャ メー トゥヤゥヒー チャ メー  

paṣṭha ̱vāṭ ca ̍ me paṣṭhau ̱hī ca ̍ ma  
パシタヴァー（ト） チャ メー パシタゥヒー チャ マ  

パヴァー チャ メー パゥヒー チャ マ  

u ̱kṣā ca ̍ me va ̱śā ca ̍ ma  
ウックシャー チャ メー ヴァシャー チャ マ  

ウャー チャ メー ヴァャー チャ マ  
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ṛṣa ̱bhaś-ca ̍ me ve ̱hac-ca ̍ me 
ルシャバシ チャ メー ヴェーハッ チャ メー  

ャ チャ メー ヴェーハ（） チャ メー  

'na ̱ḍvāñ-ca ̍ me dhe ̱nuś-ca ̍ ma ̱  
ナッドワーン チャ メー デーヌシ チャ マ  

’ナヴァー チャ メー ーヌ チャ マ  

āyu ̍r-ya ̱jñena ̍ kalpatāṁ prā̱ṇo ya ̱jñena ̍ kalpatām- 
アーユル ヤッグニェーナ カルパターム プラーノー ヤッグニェーナ カルパター 

アーユ ヤーナ カパター ラーー ヤーナ カパター 

apā̱no ya ̱jñena ̍ kalpatāṁ vyā̱no ya ̱jñena ̍ kalpatā̱ṁ  
マパーノー ヤッグニェーナ カルパターム  

ヴヤーノー ヤッグニェーナ カルパターム  

マパーノー ヤーナ カパター  

ヤーノー ヤーナ カパター  

cakṣu ̍r-ya ̱jñena ̍ kalpatā̱gṁ̱ śrotra ̍ṁ ya ̱jñena ̍ kalpatā̱ṁ  
チャックシュル ヤッグニェーナ カルパターグム  

シロートラム ヤッグニェーナ カルパターム  

チャュ ヤーナ カパター  

ローラ ヤーナ カパター  

mano ̍ ya ̱jñena ̍ kalpatā̱ṁ vāg-ya ̱jñena ̍ kalpatām- 
マノー ヤッグニェーナ カルパターム ヴァー（グ） ヤッグニェーナ カルパター 

マノー ヤーナ カパター ヴァー ヤーナ カパター 

ā̱tmā ya ̱jñena ̍ kalpatāṁ ya ̱jño ya ̱jñena ̍ kalpatām 10 
マートマー ヤッグニェーナ カルパターム  

ヤッグニョー ヤッグニェーナ カルパターム  

マーマー ヤーナ カパター  

ヤー ヤーナ カパター１０ 

ekā̍ ca me ti ̱sraś-ca ̍ me ̱  
エーカー チャ メー ティッスラシ チャ メー  

エーカー チャ メー ティラ チャ メー  
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pañca ̍ ca me sa ̱pta ca ̍ me ̱  
パンチャ チャ メー サプタ チャ メー  

パチャ チャ メー サタ チャ メー  

nava ̍ ca ma ̱ ekā̍-daśa ca me ̱  
ナヴァ チャ マ エーカー ダシャ チャ メー  

ナヴァ チャ マ エーカー ダャ チャ メー  

trayo ̍-daśa ca me ̱ pañca ̍-daśa ca me  
トラヨー ダシャ チャ メー パンチャ ダシャ チャ メー  

ラヨー ダャ チャ メー パチャ ダャ チャ メー  

sa ̱pta-da ̍śa ca me ̱ nava ̍daśa ca ma ̱  
サプタ ダシャ チャ メー ナヴァダシャ チャ マ  

サタ ダャ チャ メー ナヴァダャ チャ マ  

eka ̍-vigṁśatiś-ca me ̱ trayo ̍-vigṁśatiś-ca me ̱  
エーカ ヴィグムシャティシ チャ メー トラヨー ヴィグムシャティシ チャ メー  

エーカ ヴィャティ チャ メー ラヨー ヴィャティ チャ メー  

pañca ̍-vigṁśatiś-ca me sa ̱pta-vigṁ̍śatiś-ca me ̱  
パンチャ ヴィグムシャティシ チャ メー サプタ ヴィグムシャティシ チャ メー  

パチャ ヴィャティ チャ メー  

サタ ヴィャティ チャ メー  

nava ̍-vigṁśatiś-ca ma ̱ eka ̍-trigṁśac-ca me ̱  
ナヴァ ヴィグムシャティシ チャ マ エーカ トリグムシャッ チャ メー  

ナヴァ ヴィャティ チャ マ エーカ リャ（） チャ メー  

traya ̍s-trigṁśac-ca me ̱ cata ̍sraś-ca me ̱ 
トラヤス トリグムシャッ チャ メー チャタッスラシ チャ メー  

ラヤ リャ（） チャ メー チャタラ チャ メー  

'ṣṭau ca ̍ me ̱ dvā-da ̍śa ca me ̱  
シタゥ チャ メー ドワー ダシャ チャ メー  

’ゥ チャ メー ヴァー ダャ チャ メー  

ṣoḍa ̍śa ca me vigṁśa ̱tiś-ca ̍ me ̱  
ショーダシャ チャ メー ヴィグムシャティシ チャ メー  

ョーャ チャ メー ヴィャティ チャ メー  
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catu ̍r-vigṁśatiś-ca me ̱'ṣṭā-vig ̍ṁ-śatiś-ca me ̱  
チャトゥル ヴィグムシャティシ チャ メー シター ヴィグム シャティシ チャ メー  

チャトゥ ヴィャティ チャ メー  

’ー ヴィ ャティ チャ メー  

dvā-trig ̍ṁśac-ca me ̱ ṣaṭ-trig ̍ṁśac-ca me  
ドワー トリグムシャッ チャ メー シャ（ト） トリグムシャッ チャ メー  

ヴァー リャ（） チャ メー  

ャ（） リャ（） チャ メー  

catvāri ̱gṁ̱śac-ca ̍ me ̱ catu ̍ś-catvārigṁśac-ca me ̱ 
チャットワーリグムシャッ チャ メー チャトゥシ チャットワーリグムシャッ チャ メー  

チャヴァーリャ（） チャ メー  

チャトゥ チャヴァーリャ（） チャ メー  

'ṣṭāca ̍tvārigṁśac-ca me ̱ vāja ̍ś-ca prasa ̱vaś-cā̍ 
シターチャットワーリグムシャッ チャ メー ヴァーヂャシ チャ プラサヴァシ チャー 

’ーチャヴァーリャ（） チャ メー  

ヴァーヂャ チャ ラサヴァ チャー 

pi ̱jaśca ̱ kratu ̍śca ̱ suva ̍śca mū̱rdhā ca ̱  
ピヂャシ チャ クラトゥシ チャ スヴァシ チャ ムールダー チャ  

ピヂャ チャ ラトゥ チャ スヴァ チャ ムーー チャ  

vyaśni ̍-yaścā'ntyāya ̱naścāntya ̍ś-ca bhauva ̱naś-ca ̱  
ヴィヤシニ ヤシ チャー ンッティヤーヤナシ チャーンッティヤシ  

チャ バゥヴァナシ チャー  

 

ヤニ ヤチャー ’ンヤーヤナ チャーンヤ  

チャ ゥヴァナ チャ  

bhuva ̍na ̱ścādhi ̍patiś-ca 11 
ブヴァナシ チャー ディパティシ チャ  

ヴァナチャー ィパティ チャ１１ 

iḍā̍ deva ̱-hūrmanu ̍r-yajña ̱nīr- bṛha ̱spati ̍r-ukthāma ̱dāni ̍ 
イダー デーヴァフールマヌルヤッグニャニール ブルハスパティルクターマダーニ  

イー デーヴァ フーマヌ ヤニー  

ハパティルーマダーニ  
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śagṁsiṣa ̱d-viśve ̍ de ̱vāḥ sū̎kta ̱-vāca ̱ḥ pṛthi ̍vī-māta ̱rmā mā̍ higṁ-sī̱r- 
シャグムスィシャッ（ド） ヴィシウェー デーヴァー（ッ） スーークタ  

ヴァーチャ（ッ） プルティヴィー マータルマー マー ヒグム スィール  

ャスィャ ヴィヴェー デーヴァー（） スー＝タ  

ヴァーチャ（） ィヴィー マータマー マー ヒ スィー  

madhu ̍ maniṣye ̱ madhu ̍ janiṣye ̱ madhu ̍ vakṣyāmi ̱ madhu ̍ 
vadiṣyāmi ̱  
マドゥ マニッシィエー マドゥ ヂャニッシィエー  

マドゥ ヴァックシヤーミ マドゥ ヴァディッシヤーミ  

マゥ マニー マゥ ヂャニー  

マゥ ヴァヤーミ マゥ ヴァディヤーミ  

madhu ̍matīṁ de ̱vebhyo ̱ vāca ̍mudyāsagṁ-śuśrū̱ṣeṇyā̎ṁ 
manu ̱ṣye ̎bhya ̱staṁ mā̍ de ̱vā a ̍vantu 
マドゥマティーム デーヴェービョー ヴァーチャムッディヤーサグム  

シュッシルーシェーンニャーーム マヌッシィエーービャスタム マー 

デーヴァー アヴァントゥ  

マゥマティー デーヴェーョー ヴァーチャムヤーサ  

ュルーェーヤー＝ マヌー＝ヤタ マー 

デーヴァー アヴァントゥ  

śo ̱bhāyai ̍ pi ̱taro'nu ̍madantu   
ショーバーヤィ ピタロー ヌマダントゥ  

ョーーヤィ ピタロー ’ヌマダントゥ   

om śānti ̱ḥ śānti ̱ḥ śānti ̍ḥ   
オーム シャーンティッ シャーンティッ シャーンティヒ 

オー ャーンティ（） ャーンティ（） ャーンティ 
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≪解説≫ 

チャマカムは、クリシュナ ヤジュルヴェーダのタイティリーヤ サムヒターに収められて

いるマントラで、「チャマカム」という呼び名は、“チャ メー” （「○○も私のものにして下

さい」とか「○○もまた私である」の意味）という言葉が全部で 338 回繰り返されていること

に由来しています。スワミは、「ナマカムは私たちが退けるべきものを教え、チャマカムは、

私たちが望むべきものを教える」と仰っています。私たちは、神様に何をお願いするの

が正しいのかを知りません。例え神様が、「願いをかなえてあげるから、望みのものを言

いなさい」と仰って下さっても、何を言ってよいか分からなかったり、誤った願いを口にし

たりすれば、せっかくの機会が無駄になってしまいます。 

 

第１アヌヴァーカの要約 （肉体と心のアヌヴァーカ） 

第１アヌヴァーカは、優雅に老い長寿に恵まれる健康な身体と、肉体を養うことのでき

る豊かさを祈り求めます。また、内側から肉体を元気に保つ活力と、鋭く働く感覚器官を

求め、立派な意図を持った心とヴェーダの学習を求めます。それはまた、肉体的・精神

的な全方面にわたる健康を求め、内なる魂の喜びを明らかにする内的な啓示を求めま

す。 

 

「肉体は、ダルマを行うことを主目的として授けられている」という太古の格言がありま

す。ダルマとは、真我の知識のことです。健康な身体がなければ、この世のすべての富

は何の役にも立ちません。健康な身体は、人が楽しみ、社会的な生活を送り、他者を助

け、真我の英知を獲得することを助けます。 

 

第２アヌヴァーカの要約 （生気と肉体、生気による獲得のアヌヴァーカ） 

ここでは、第１アヌヴァーカによって得られた力を使って到達すべき目標が強調され

ています。第２ヌヴァーカに示された目標は、主に生気のエネルギーが卓越したものに

なることによって獲得できるものです。多くの人から認められること、恩恵を授ける力、内

外両面の輝き、多くの、発明工夫の才能、善い思い…これらのものは、卓越した生気の

エネルギーを備えた者のみが手に入れることのできるものです。これらの一部分のみを

持っている人は数多くいますが、これをすべて持っている人は非常にまれです。 
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第３アヌヴァーカの要約 （心の力に関するアヌヴァーカ） 

これらはサーダカ（霊性修行者）が獲得するべき心の力です。これらの心の力は、物

質次元における善悪の識別と、霊的次元における一時的なものと永遠のものとの識別

を助けます。これらの資質はまた、様々な霊的な道を評価して、自分の気質に最も適し

た道を選択する際に必要です。“シレーヤハ”と“バガハ”は、聖者や預言者やアヴァタ

ーに関係する神聖な特質です。また、非常に重要なのは、隠れた真理を掘り起こすこと

に関する特質です。次に、掘り起こした真理を効果的に伝える、教師としての能力が重

要です。創造の根底にある宇宙のリズムを受け入れて、それに応じて生活することは、

健康につながります。霊的な旅をするものにとって、不屈の精神と寛容は、それ自体が

最高の薬である深い眠りと共に、欠かせないものです。“マヤハ”（対象物と精神的にひ

とつになる力）と“ラヤハ”隠れていた真理とひとつになる能力も、霊的な旅路の果てに、

唯一無二の存在に融合するために欠かせない特質として言及されています。 

 

第 4 アヌヴァーカの要約 （心身を養う） 

この章は日々の生活に必要な「エネルギー」から始まります。それから、様々なエネ

ルギー源を上げています。この章は、それらのエネルギー源が豊かであることを祈り、

様々な種類の食物が列挙されています。またそれは、決して空腹（アックシュット）になる

ことのない状態と、日々の必需品が決して枯渇することのない状態（アックシティ）を祈り

求めます。私たちはここから、より多くの人々と共に食べたり飲んだりする方が、心身の

栄養を摂取するに当たって、より気分が高揚するものであるというメッセージを受け取り

ます。食べたり飲んだりする、エネルギーを取り込む行為のすべては、優しく心地よい

話し方と共に行われるべきものであり、それは、心に入る食物の微細な部分に、間違い

なく影響を及ぼすことになります。 

 

第 5 アヌヴァーカの要約 

第 5 アヌヴァーカは、すべての物質的なものが、利己的ではない形で、繁栄の内に

生きることを祈り願います。裕福な人々が、自分の時間と富を、社会的に有意義な仕事

に注ぐこと（“ヤッグニェーナ カルパンターム”）によって、崇高で寛大な手本を示します。

それはまた、世界の幸せのために、多大な富を使って大きなヴェーダの供犠を行う意味

も含んでいます。 
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第 6 アヌヴァーカの解説 

この章では、礼拝者は、祝福を受けるため、さらには天界の神々に到達するために

祈ります。それぞれの神は、自然界という内閣の、雨を降らせたり、作物の成長を司った

りといった、様々な権限を持った省庁や大臣にたとえられ、それらは私たちの内にある

微細なエネルギーや特質を表しています。それぞれの神に祈りが捧げられる度に、識

別智を授けるインドラ神（首相に相当する）にも祈りが捧げられています。感覚器官は、

天界の大臣たちである神々の現れです。感覚器官をコントロールすることは不可能に

近いほど困難な仕事です。感覚をコントロールできる人は、天界の神々の王インドラに

匹敵します。参考として、各節の最後に、神々と自然界の力や働きに呼応する、人間の

中の部分や機能、特質等やが紹介されています。 

 

第 6 アヌヴァーカの要約 

人は、外界の省庁や大臣の職務に焦点を当てるのではなく、肉体の中に住む「内な

る神々」を規制することに焦点を当てるべきです。それこそが「インドラ神」、すなわち体

の感覚を管理する主になる方法です。そのような「コントロールの大家」は、望みさえす

れば、どこでもいつでも、意のままに雨を降らすこともできます。 

 


